
令和７年２月 日

静岡県経済産業部長 村松 毅彦 様

静岡県森の力再生事業評価委員会

委員長 （ 署 名 ）

「静岡県もりづくり県民税条例」及び「静岡県森の力再生基金条例」に基づいて静岡県

が実施した「森の力再生事業」の検証・評価結果及び提言は、下記のとおりです。

記

１ 検証・評価結果

(1)新規の事業実施状況

ア 対象

令和５年度に事業を実施した 128 箇所、面積 999.3ha

（うち、30 箇所を抽出して詳細に検証）

イ 結果

令和５年度に実施した事業の執行状況について検証した結果、いずれも適正に

執行されており、事業目的にかなう効果が期待できると評価します。

(2)整備が終わった森林の回復状況等

ア 対象

令和３年度に事業を実施した 144 箇所、面積 937.28ha

令和２年度に事業を実施した箇所のうち、経過を調査した 10 箇所 78.40ha

イ 結果

整備が完了して３年目以降の箇所の下層植生の回復状況等について検証した結

果、概ね計画どおりの効果が期待できる事業であると判断します。

２ 来年度の事業の実施に向けての提言

以下の事項に配慮して、事業を執行されるよう提言します。

(1) 事業の効果が最大限に発揮されるよう、他の関連施策・市町との連携や、民間

との協働を継続し、優良事例の普及に努めてください。

(2) 事業実施に係る技術力の向上や作業安全の確保に取り組んでください。

(3) 納税への一層の理解促進を図るため、ソーシャルメディア等を活用して、事業の

目的や効果について、正確かつ分かりやすい情報発信に努めてください。

(4) 事業の適正な運用の徹底を継続してください。

(5) 事業効果の適正な評価に努めるとともに、これまでの知見を踏まえ、より効果

的な森林整備に取り組んでください。
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項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

他施策・市町との連携
や、民間との協働

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進め、この事業
を計画的かつ効果的に実施
してください

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進めてくださ
い。

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進めてくださ
い。

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進めてくださ
い。

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進めてくださ
い。

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進めてくださ
い。

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進めてくださ
い。

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を進めてくださ
い。

事業の効果が最大限に発揮
されるよう、他の関連施
策・市町との連携や、民間
との協働を継続し、優良事
例の普及に努めてくださ
い。

事業PR等による整備
の拡大

整備が終わった箇所周辺の
森林の権利者にも事業のＰ
Ｒを行うなど、整備が地域
に広がるよう努めてくださ
い。

整備が終わった箇所周辺の
森林の権利者にも事業のＰ
Ｒを行うなど、整備が地域
に広がるよう努めてくださ
い。

各調査の継続、結果
を分かりやすく周知

「森の力」が持続的に発揮
されるよう、現在実施して
いる各調査を継続するとと
もに、事業の効果や、調査
結果を一層分かりやすく周
知してください

現在実施している各調査を
継続するとともに、事業効
果や調査結果を一層分かり
やすく周知してください。

事業効果の評価と
データの利活用

事業の効果について、適正
な評価と、その高度化及び
データの利活用に努めてく
ださい。

事業効果の適正な評価及び
データの利活用に努めて、
事業にフィードバックして
ください。

事業効果の適正な評価に努
めるとともに、これまでの
知見を踏まえ、より効果的
な森林整備に取り組んでく
ださい。

事業実施後の管理

整備が完了して10年目以降
の箇所についても、良好な
状況を維持できるような方
法を検討してください

木材や竹材の利活用

伐採した木材や竹材の利活
用に引き続き努めてくださ
い

伐採した木材や竹材の利活
用に引き続き努めてくださ
い。

伐採した木材や竹材の利活
用に引き続き努めてくださ
い。

伐採した木材や竹材の利活
用に引き続き努めてくださ
い。

伐採した木材や竹材の利活
用に引き続き努めてくださ
い。

使用頻度の高い資材
の基準等設定

野生動物の侵入防止柵の設
置や広報看板等の製作につ
いては、コストの削減に努
めるなど、効率的かつ効果
的に執行してください

安全かつ効率的な技
術の習得指導等

安全かつ効率的に整備でき
るよう、作業技術も含め、
引き続き指導してください

作業者に安全かつ効率的な
技術を習得させるよう、引
き続き指導してください

事例発表会の開催など、事
業者間の情報交換の場を作
り、事業者全体の技術力向
上に努めてください

事業実施に係る技術力の向
上や作業安全の確保に取り
組んでください。

事業実施に係る技術力の向
上や作業安全の確保に取り
組んでください。

事業実施に係る技術力の向
上や作業安全の確保に取り
組んでください。

事業実施に係る技術力の向
上や作業安全の確保に取り
組んでください。

事業実施に係る技術力の向
上や作業安全の確保に取り
組んでください。

事業実施に係る技術力の向
上や作業安全の確保に取り
組んでください。

下層植生の回復が見
込めない箇所への対
策

下層植生の回復が見込めな
い箇所については、森の力
が確実に回復できるよう、
防鹿柵などの追加整備や、
治山事業による土砂移動の
抑止など、適切な対策を進
めてください

県民への広報

「森の力」の回復、及びそ
れと一体的に発現する県民
生活に係る効果について、
引き続き情報発信に取り組
み、納税への理解が一層促
進されるよう努めてくださ
い

納税への理解が一層促進さ
れるよう、県民に対し情報
発信に取り組むとともに、
広報看板については、効果
を最大限に発揮できるよう
設置方法を検討してくださ
い

納税への理解が一層促進さ
れるよう、県民に対し情報
発信に取り組むとともに、
将来を担う子どもや若者に
届く情報発信の方法を検討
してください。

・納税への理解が一層促進される
よう、事業の効果を分かりやすく
情報発信するとともに、ソーシャ
ルメディアの活用等の多様な情報
発信の方法を検討してください。

・県民への情報発信に加え、森の
力再生事業に取り組もうとする事
業者に向けての情報発信も検討し
てください。

事業の目的や納税への理解
が一層促進されるよう、将
来を担う子どもをはじめ、
あらゆる世代に向けて分か
りやすく、伝わる情報発信
に取り組んでください。

納税への理解が一層促進さ
れるよう、事業の効果を分
かりやすく情報発信すると
ともに、将来を担う子ども
屋若者に情報が伝わるよう
小学生向けの副教材やソー
シャルメディアの活用等の
多様な情報発信の方法を検
討してください。

納税への理解が一層促進さ
れるよう、事業の効果をわ
かりやすくソーシャルメ
ディア等を活用して情報発
信に努めてください。

納税への一層の理解促進を
図るため、ソーシャルメ
ディア等を活用して、事業
の目的や効果について、正
確かつ分かりやすい情報発
信に努めてください。

事業の適正な運用の
徹底

事業の適正な運用を図るた
め、事業の趣旨と手続きへ
の権利者や整備者の理解を
深め、再発防止策を徹底し
てください。

事業の適正な運用の徹底を
継続してください。

事業の適正な運用の徹底を
継続してください。

森の力再生事業評価委員会　提言一覧 参考　
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